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【調査研究の概要】 

 北海道におけるがんの粗死亡率（10 万人当たりの死亡数 1974-2012 年）において、泊村が全道第一位で、

次いで高いのが夕張地区（夕張市、赤平市、三笠市、歌志内市、上砂川町）でした。どちらにもかつて炭鉱があ

り、質の悪い石炭などを捨てたズリ山があります。石炭には微量ですがウランが含まれております。ウランはラ

ジウムに変化し放射性気体のラドンが発生します。そこで、旧産炭地の粗死亡率が高いのは、ズリ山から発生し

ているラドンが影響しているのではないかと仮説を立てました。 

 ラドン測定器（ドイツ製 ラドンスカウトプラス）を用い、2017 年 7 月から 9 月にかけて、泊村、夕張地域

のズリ山に登り、ズリ山とその周辺市街地のラドンを測定しました。泊村のズリ山Bq/m3（地表）、赤平市のズ

リ山 9Bq/m3（地上１m）でした。これにより、ズリ山からラドンが発生していることは確認できました。 

粗死亡率の高さと高齢化率の高さには相関関係がみられます。夕張地域は北海道でも高齢化率が高く、そのこ

とが粗死亡率の高さにつながっていると考えられます。しかし、今回だけでの観測では,ズリ山から年間どの程

度のラドンが発生し、身体にどのような影響をもたらしているのかは不明です。 

WHO（世界保健機構）によると、室内のラドンは、喫煙に次いで肺がんの要因とされています。土壌から発

生したラドンが床下に溜まり、屋内に入り込みますので換気が必要です。屋内のラドンに比べて屋外のラドンと

健康被害についての調査はほとんど行われていません。よって、炭鉱の後始末という観点からも、国の責任で旧

産炭地のズリ山のラドンの測定を行い、疫学調査を実施すべきと考えております。 

【調査研究の経過】 

 ・2017 年 5月 事前調査として夕張地域のズリ山を見分 

 ・2017 年 6月 岩内町を中心に屋外、室内のラドンを測定 

 ・2017 年 7月 泊村のズリ山に登りラドン測定 

 ・2017 年 8月 夕張地域のズリ山のラドン測定 

 ・2017 年 9月 夕張地域、泊村のズリ山周辺でラドン測定 

【今後の展望など】 

・今後は、泊村のズリ山周辺を中心にさらに詳細にラドンを測定する計画です。 
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